
【学習のポイント】
・�国際関係学は国際関係における政治的、経済的、文化的側面について幅広く扱う学問分野である。国際関係学的な感性を養うためには、世
界で何が起きているのか、問題となっているのかを把握し、自分なりの意見を形成することが求められる。こうした力を身につけるには継
続してニュースに親しむ必要がある。例えば、報道機関のニュースダイジェスト（できれば英語）を視聴する、英語の新聞の見出しを通読
するなどを毎日行うことで、テクストが何を問題としているのかを大まかに把握する力を身につけることができるだろう。そのうえで、自
分がどう考えるか、意見を形成することを習慣づけると入試だけではなく、実際に学部で学ぶ際に大いに役立つはずである。

〈出題内容・形式・配点〉
内容 形式 配点 試験時間

Ⅰ気候正義を求める太平洋諸国の学生の取り組み 記述（日本語） 50
80分ⅡNATO加盟国における防衛費の引き上げ 記述（英語） 50

合計 100

【出題の基本方針】
入学後の授業等で実際にテクストを読む場面を想定し、国際関係における

今日的課題を扱った英文を素早く読み、概要を把握する力を試すことを目的
とした。題材は、今日的な国際関係の主要問題を扱った。

英　語 国際関係に関する英文読解（IR方式）


